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研究成果の概要（和文）：本研究では、1)2023年度までに出題された語彙・文法4択問題と会話問題を収集した
「Exam Corpus」の構築と、2)コーパスの検索・分析技術を使用した英語検定テストの検証、
具体的には、(1)英語検定テストの語彙問題におけるCEFRレベルごとの頻出の語彙項目の抽出、(2)頻出の語彙問
題(特に句動詞)に使用されている問題文を British National Corpusと比較して検証、(3)大学入試問題に出題
された短い会話問題に使用されている英語を検証、(4)コーパスの検索・分析技術、特にsearch syntaxがどのよ
うに英語検定テストの語彙・文法問題の作成に応用できるか検証した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I constructed the Exam Corpus containing multiple-choice 
vocabulary and grammar questions tested by 2023 and examined the English proficiency tests using 
corpus analytical techniques.
For example, (1) I extracted the vocabulary question items frequently tested across CEFR levels in 
the vocabulary questions in the English proficiency tests, (2) I examined the English used in the 
stems of vocabulary question items (e.g. phrasal verbs) frequently tested in the English proficiency
 tests and compared them to the British National Corpus, (3) I examined the English presented in 
short conversation questions in Japanese university entrance examination, (4) I examined how corpus 
analytical techniques (especially, search syntax) can be applied to make vocabulary and grammar 
questions in the English proficiency tests.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
語彙・文法4択問題と会話問題を収集した「Exam Corpus」の構築と、コーパスの検索・分析技術を使用して英語
検定テストを様々な点から検証した結果、
1)CEFRレベルごとにどの語彙項目が頻出か、2)語彙問題で使用されている問題文が実際に使用されている英語と
異なること、3)短い会話問題に使用されている英語、出題されている項目、4)コーパスの検索技術を使用した効
果的な語彙・文法問題の作成を検証・発見することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

①コーパスの英語教育への応用 

コーパスは一般コーパスと学習者コーパスを含め、これまで語彙・文法の記述、辞書や語彙リスト、文

法書の作成や改良に使用されており、教育の分野では、教材作成、コンピュータを用いた言語学習

（CALL）、データ駆動の学習（data-driven learning）に応用されている。最近言語テストの分野にも応用

されるようになったが、この分野の研究はまだ比較的新しく（投野, 2015; 金子, 2015）、研究する価値は

あるものの、十分に発展していない。 

②コーパスの言語テストへの応用 

最初に言語テストの立場から、コーパスの言語テスト分野への応用に関するあらゆる可能性を提唱し

たのは Alderson (1996)であったが、コーパスを言語テストに応用できる理論的な提案のみであった。コ

ーパスを言語テスト分野へ応用した実証研究は、当時 Cambridge ESOL の Barker（2006）であり、彼女

が先駆者となって、コーパスの言語テストへの応用に関する研究は進められた。さらに、CEFR の枠組

みで学習者コーパスを構築して、各 CEFR レベルの学習者の語彙・文法の特徴を研究し、英語教育、

言語テストに応用する研究も盛んになった。実際、これまで、イギリスの Cambridge ESOL やアメリカの

Educational Testing Service（ETS）はテストで使用されている英語の検証、問題作成、自動採点など

様々な観点から積極的にコーパスを言語テスト研究に応用している。しかし、日本の大学入試問題で

コーパスを用いた研究はまだ十分にされていない。日本の大学入試問題は、作問に不慣れな大学教

員が他の業務で多忙な中、作成されているのが現状である。 

③コーパスの言語テストへの応用の具体的研究 

申請者は、大学入試問題の語彙・文法４択問題を収集した「大学入試問題コーパス」（JUEEC）を構築

し、語彙・文法４択問題に使用されている英語、問われている語彙・文法項目について研究した。結果、

語彙・文法４択問題には、一つの語彙・文法項目をテストするのに類似した英文が多用されていたり、

英語圏で実際に使用されていない古い英文が頻出されているという結果が得られた（Usami, 2005; 

2012; 2015）。さらに British National Corpus (BNC)を用いて問題文を改良し、Longman Learners’ 

Corpus の日本人英語学習者の誤用を用いて錯乱肢を改良して学生に解かせた結果、誤用を用いて

錯乱肢を改良した問題は非常に効果的であることが判明した。 

 
２．研究の目的 

日本の大学入試問題を検証・改良するため、日本人大学生英語学習者による英作文の誤用を収集し

た「英作文コーパス」を含め、他の英語検定テスト（英検、TEAP、Cambridge English Qualifications、

Linguaskill、TOEFL ITP、TOEIC）の語彙・文法の過去問題を収集し、各問題にテスト名、技能（語彙/文

法）、語彙・文法項目、CEFR レベル、難易度、弁別度、錯乱肢の選択率をダグ付した「Exam Corpus」を

構築する。また、コーパスの検索・分析技術を用いて、各英語検定テストの語彙・文法問題で問われて

いる語彙・文法項目、問題文と錯乱肢に使用されている英語を検証し、さらに問題文を変えた場合と、

錯乱肢を学習者の誤用で改良した場合の各問題の難易度、弁別度、錯乱肢の選択率を既存の大学

入試問題と比較し、コーパスとコーパスの検索・分析技術が言語テスト分野（言語テスト作成・改良）に

どのように応用できるかを検証することを目的とする。 

 
 
 
 
 
 



 
３．研究の方法 

１）「Exam Corpus」の構築 

①英語検定テスト（2000 年〜2022 年の私立大学入試問題、英検の準 1 級〜3 級、TEAP、Cambridge 

English Qualifications の A1〜B2、Linguaskill、TOEFL ITP、TOEIC の Part 5）の語彙・文法の過去問題

を収集し、１問１ファイルに入力する。 

②各語彙・文法問題に、英語検定テスト名、技能（語彙/文法）、語彙・文法項目、CEFR レベル、難易

度、弁別度、錯乱肢の選択率をタグ付する。（下記のサンプルファイルを参照） 

③頻出の語彙・文法項目から誤用が多いものを選定し、英作文問題を作成して日本人大学生英語学

習者の頻出語彙・文法項目の英作文の誤用を収集した「英作文コーパス」を構築する。 

２）コーパスの検索・分析技術を使用した英語検定テストの検証 

①「Exam Corpus」と、コーパスの検索・分析技術（ワードリスト、n-gram、キーワードリスト、コロケーシ

ョン等）を使用して、各英語検定テストの語彙・文法問題におけるCEFRレベルごとの頻出の語彙・文法

項目を検証する。 

②同様に、問題文（stem）と錯乱肢に使用されている語（句）、難易度、弁別度、錯乱肢の選択率ごとに

頻出の語彙・文法項目を検証する。 

３）改良テストの作成と実施 

①「Exam Corpus」とコーパスの検索・分析技術を使用して、テスト A（大学入試問題には頻出ではない

が、他の英語検定テストに頻出の語彙・文法項目の問題）、テスト B（大学入試問題に頻出ではないが、

他の英語検定テストに頻出の問題文、あるいは BNC2014 を用いて問題文を改良）、テスト C（「英作文

コーパス」に収集された誤用を用いて錯乱肢を改良）をそれぞれ 10 問ずつ、合計 30 問の改良テストを

作成する。 

②統計ソフトウェア SPSS、Winsteps を使用して、既存の大学入試問題と改良テストの記述統計（mean, 

mode, median, range, standard deviation, skewness, kurtosis, histogram）、信頼性、相関、項目分析（難

易度、弁別度、各錯乱肢の選択率）を量的に分析し、think aloud protocol の手法を用いて、改良テスト

の各問題を質的に分析する。 

 
４．研究成果 
１）Exam Corpus の構築 
英語能力試験（2000年〜2023 年の私立大学入試問題、英検の準 1級〜3 級、TEAP、Cambridge 
English Qualifications の A1〜B2、GTEC, TOEFL ITP、TOEIC の Part 5）の語彙・文法の過去問題と会
話問題を収集して Exam Corpus を構築した。また各語彙・文法問題に、英語能力試験名、技能（語彙/
文法）、語彙・文法項目、CEFR レベル、難易度、弁別度、錯乱肢の選択率をタグ付した。収集した問題
数は以下の通りである。 
 

技能 / テスト 大学入試問題 TEAP 英検 GTEC TOEFL TOEIC CMB 

会話問題 3,094 - - - - - - 

文法問題 10,876 0   405 0 176 903 0 

語彙問題  9,442 60 1,995 92 0 463 380 

 

２）コーパスの検索・分析技術を使用した英語能力試験の検証 
英語能力試験で問われている語彙のCEFR レベル、問われている語彙項目、最も頻繁にテストされて
いる語彙項目で提示されている問題文・解答・錯乱肢の観点から、英語能力試験の語彙問題に使用さ
れている英語の妥当性の検証を行った。 
具体的には、様々なコーパスを使用して、英語能力試験の語彙４択問題の、特に句動詞に使用されて
いる英語を、１）頻繁にテストされている句動詞項目、２）頻繁にテストされている句動詞項目に提示さ
れている問題文、の観点から調査した。結果、句動詞の中で put up with が最も頻繁にテストされてい
るが、一般コーパスに見られる実際に使用されている英語では、それほど頻繁に使用されていないこ
とが判明した。さらに、put up with の問題文に使用されている英語について、共通点はあったものの、



 
一般コーパスに見られる実際に使用されている英語と、英語能力試験で提示されている英語に幾つか
の相違があったことも判明した。 
さらに、Exam Corpus に収集された英語能力試験の短い会話問題において、どのような multiword unit
が頻繁に、特徴的に n-gram とキーワードリストに現れているか、またどのような会話の状況がテストさ
れているかを検証することを目的とした。結果、好み、思考、計画を問うもの、how と mind を使用した表
現、申し出、依頼、道案内、座席の空き状況、電話での会話などが多く出題されていたことが判明した。
また、キーワードリストから、特に電話やお店での会話、mind を使用した許可を求める会話、道順を尋
ねる会話が多く出題されていることも判明した。 
 
３）コーパス検索・分析技術の言語テスト作成への応用 
BNCweb や WordSmith Tools と#LancsBox などのコンコーダンサーで利用可能なコーパスの検索・分
析技術（ワードリスト、キーワードリスト、コロケーション、クラスター等）がどのように言語テストに応用
できるかを検証した。具体的には、頻繁にテストされている語彙問題や、文法問題でテストされている
項目を特定し、文法問題で使用されている英語の真正について検証した。 
また、BNCweb と#LancsBox で利用可能な search syntax を用いて、特定の接尾辞、接頭辞がついた
語彙、様々な品詞の語彙、様々な活用の語彙、句動詞、受動態の問題をどのようにコーパス内で探す
ことができるかについて検証した。 
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